
見出す          深める         活かす 

社会的事象同士

のつながり 

多様な他者との

つながり 

自分自身と社会

とのつながり 

(3) よりよい社会の在
り方や自分自身の生き
方について考え、表現す
る場の設定 

(1) 社会的事象同士の

関係を探究する問いの

工夫 

(4) 主体的に社会に参画する態度を育てる振り返りや評価の工夫 

未来を創る力を高め合う生徒の育成 

(2) 多様な他者との対

話･協働を重視した学習

活動・学習環境の充実 

会場地図 

令和６年９月吉日 

 

各 都 県 ・ 政 令 指 定 都 市 教 育 長 様 

各東京都特別区・各市町村教育委員会教育長 様 

各都県・政令指定都市中学校社会科教育研究会長 様 

各 小 ・ 中 ・ 義 務 教 育 学 校 長 様 

関 係 各 位 

関東ブロック中学校社会科教育研究会 会長 佐藤 敏数  

                                                  茨 城 県 教 育 研 究 会 会長 大芝 静香  

                                        茨城県教育研究会社会科教育研究部 部長 鈴木  稔  

 

茨城大会のご案内 最終案内

大会主題 

未来を創る力を高め合う生徒の育成 
－「つながり」を見出し、深め、活かす社会科学習を通して－ 

 

 期  日    令和６年 11月 22日（金） 
 

 

【主題に迫るための手立ての構造図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 会  場    水戸市民会館 〒310-0026 水戸市泉町 1丁目 7番 1号 
【水戸駅から】 

・路線バス･･･北口（4～7番のりば）から約 5分、「泉町一丁目」下車、徒歩 1分 
・徒歩･･･約 20分 
【駐車場】 
・五軒町立体駐車場、五軒町地下駐車場、周辺の有料駐車場（500ｍ圏内に約 4,600台） 

 

 参加費    4,000円（資料参加 4,000円） 
 

主催 関東ブロック中学校社会科教育研究会 茨城県教育研究会社会科教育研究部 

後援 全国中学校社会科教育研究会 茨城県教育委員会 水戸市教育委員会 

茨城県学校長会 水戸市学校長会 水戸市教育会 茨城県教育公務員弘済会 

社会的事象同士の因果関

係、相関関係、関連性、類

似性、共通性等に気付く。 

社会的事象同士の関係

の意味や意義を考察す

る。 

社会的事象同士の関係を活用

してよりよい社会の在り方を

構想する。 

友達や実社会に生きる人

とのコミュニケーション

を通して、問いに対する

様々な意見や考えを知る。 

問いを追究するために

対話を重ねて協力・連

携する。 

それぞれの意見、考え、役割

や立場を活用してよりよい社

会を構想したり社会に働きか

けようとしたりする。 

問いの追究を通して、自分

自身と社会との接点を認

識する。 

よりよい社会の実現の

ために自分自身の生き

方を考える。 

主体的に社会に参画しようと

する。 

偕楽園偕楽園
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茨城県学校長会 水戸市学校長会 水戸市教育会 茨城県教育公務員弘済会 
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 日 程  
 
9:00    9:20      10:25      12:00   12:10     13:30               14:50                 16:00 

受付 

全 体 会 

諸連絡 
理事会

昼 食 

分 科 会 

閉 会 開会行事 

基調講演 
記念講演 研究協議１ 研究協議２ 

                   ※ 昼食のお弁当は、申込時に 1,000円で申し込むことができます。 

 

 講 演  
  ◇ 基調講演 

     演題：これからの中学校社会科で実現を目指す生徒の姿 

       大正大学文学部歴史学科教授 中嶋 則夫 先生 

      （前文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官） 

 

◇ 記念講演 

  演題：多様な人々と「共に生きる」社会の創り手としての「資質・能力」を育む社会科授業 

              －生徒が「学ぶ力・人間性等の涵養」を遂げるために－ 

    早稲田大学教育・総合科学学術院教育学部教授 藤井 千春 先生 

 

研究発表 
 

分  野 地理的分野 歴史的分野 公民的分野 

研究協議１ 

第２学年 

日本の諸地域「北海道地方」 

～魅力度ランキング１位の 

秘密にせまる～ 

水戸市立笠原中学校 

教諭  本城  慎 

第１学年 

日本列島の歴史と大陸との交流 

～なぜ、かすみがうら市に多くの 

古墳が存在しているのか～ 

かすみがうら市立下稲吉中学校 

教諭  三輪 素一 

第３学年 

現代社会の見方や考え方 

～みんなが生活しやすい 

社会の実現に向けて～ 

鹿嶋市立鹿島中学校 

教諭  石井  輝 

研究協議２ 

第２学年 

日本の諸地域「関東地方」 

～里美地区のよりよい社会の 

実現について考えよう～ 

常陸太田市立里美中学校 

教諭  薄井 慎介 

第３学年 

第二次世界大戦 

～「過ち」を繰り返さない 

未来を考える～ 

筑西市立明野五葉学園 

教諭  谷口 詩織 

第３学年 

現代社会の見方や考え方 

～江戸崎中生成 AI 

ガイドラインを作ろう～ 

稲敷市立江戸崎中学校 

教諭  宇津木 裕也 

指導助言 
茨城県水戸教育事務所学校教育課 

指導主事  海老原 靖志 

茨城県教育庁学校教育部義務教育課 

指導主事  篠﨑 智典 

茨城県教育研修センター教科教育課 

指導主事  東郷 文彦 

 

申込方法 
◇ 今大会の申し込みは、右のＱＲコードからのオンライン申し込みとなります。 

参加費などの入金方法等、詳しくは、申込フォームをご覧ください。 

◇ 参加申し込み受付期間は、令和６年 10月１日（火）より 11月１日（金）までとし、

参加費等の入金締め切りを 11月８日（金）までとします。 

◇ 宿泊場所については、各自で手配をお願いいたします。 

 

 
 

 

 

 

本大会 HP 

【問い合わせ】 

関中社茨城大会実行委員会事務局 

    ひたちなか市立田彦小学校長 中島 隆行 

     〒312-0063 茨城県ひたちなか市田彦 1457 

     ℡：029－274-2665 Fax：029－274-9268 

     E-mail：1122kanblosyakai@gmail.com 

弘道館
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【問い合わせ】 

関中社茨城大会実行委員会事務局 

    ひたちなか市立田彦小学校長 中島 隆行 

     〒312-0063 茨城県ひたちなか市田彦 1457 

     Tel：029-274-2665  Fax：029-274-9268

     E-mail：1122kanblosyakai@gmail.com 


